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2. 道路ネットワークの形成による高速道路交通状況の整理 

2.1  首都圏における高速道路の交通状況変化 

３環状においては、圏央道が段階的に開通し、既供用区間である埼玉外環の料金改訂が行わ

れるなど交通状況への影響が想定される変化が発生している。 

首都圏における高速道路の交通状況変化は、圏央道内側の変化状況を整理し、交通状況の変

化について把握整理を行った。 

2.1.1  高速道路ネットワーク開通、料金改訂状況 

H29年度前後における圏央道内側の交通状況変化は以下のとおりである。 

・平成 29 年 2月 26 日：圏央道境古河ＩＣ～つくば中央ＩＣ開通（東北道と常磐道が圏央道

で接続） 

・平成 29年 2月 26日：外環（大泉ＩＣ～三郷南ＩＣ間）は対距離制料金へ移行 

・平成 29年 3月 18日：横浜環状北線開通 
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出典：国土交通省関東地方整備局 HP より作成（H29.4 時点の道路整備状況） 

※1 開通時期については土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合 
図 2.1-1 ３環状の開通状況 

平成29年
2月26日開通

平成29年
3月18日開通

平成 30 年 
６月開通予定 

松尾横芝ＩＣ 
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外環の料金体制は、圏央道の開通に伴い対距離制へ移行されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：圏央道の開通に伴う外環道の新料金について（NEXCO 中日本ＨＰ H29.2） 
図 2.1-2 圏央道の開通に伴う外環道の新料金について 
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2.1.2  開通、料金改訂前後の交通量、速度の変化 

前述したネットワーク開通、料金改訂は平成 29年２月～３月に開通、改訂されている。 

以下では、その前後の交通状況の変化を把握するため、平成 28年（４～６月）、平成 29年

（４～６月）の交通量、速度状況の変化を把握整理した。 

整理した結果は、平日、休日ともに同様の傾向となっており、中央道（平日）で交通量の増

加が見られるなど、都心部へ集中する交通の分散を図る環状道路の必要性は変わらないと考え

られる。 

（1） 平日 

1） 交通量 

交通量の変化は、圏央道が 12～14千台/日増加しており、開通区間に並行する外環（川口東

JCT～草加 IC間）が３千台/日減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：トラカンデータ 
図 2.1-3 交通量：24時間合計（平日） 
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H28.4 ～ 6 
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差（ H29 - H28 ） 
差率（差 ÷ H28 ） 

42,917 
54,689 
11,772 
27.4% 

※ 差は ± 10,000 台 / 日以上、差率は ± 5 ％を着色 
（赤：交通量増加、青：交通量減少） 
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2） 速度 

速度は概ね１km/h前後の差で増減しており大きな変化はない状況となっている。 

なお、交通量、速度の関係性が一部合わない区間が存在するが、一部の日時に交通が集中し

関係性が変化したと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：トラカンデータ 

※外環道（大泉 JCT～和光 IC）は開通、料金改訂後に 5.1km/h の速度低下が発生しているが交通量は減少 

（前：71,614 台/日→70,400 台/日）しており今後継続的にデータを確認する必要があると想定される 
図 2.1-4 速度：24時間平均（平日） 
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（2） 休日 

1） 交通量 

休日も平日同様の傾向となっており、圏央道が 9～14 千台/日増加しており、開通区間に並

行する外環（川口東ＪＣＴ～草加ＩＣ間）が４千台/日減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：トラカンデータ 
図 2.1-5 交通量：24時間合計（休日） 
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2） 速度 

速度は関越道、東北道で低下傾向となっており、休日における一部の時間帯で交通集中が発

生したことが要因と考えられる 

なお、交通量と速度の関係性が一部合わない区間が存在するが、一部の日時に交通が集中し

関係性が変化したと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：トラカンデータ 
図 2.1-6 速度：24時間平均（休日） 
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2.2  公表資料の整理 

2.2.1  圏央道記者発表資料 

３環状の最新の公表資料は、圏央道茨城県区間全線開通後の記者発表資料となっている。 

それによると、外環（関越～東名）や埼玉外環に接続する東名高速、関越道、東北道の交通

量は増加傾向となっており、圏央道茨城県区間開通後も首都圏の環状機能の必要性は変わらな

いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：圏央道茨城県区間全線開通後の整備効果記者発表資料 

（国土交通省 東日本高速道道路(株) H29.11） 
図 2.2-1 圏央道茨城県区間全線開通後の記者発表資料 
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2.2.2  高速道路の渋滞ワーストランキング 

外環に接続する東名高速、中央道は渋滞ワーストランキング上位を独占しており、外環（関

越～東名）に接続する区間もワースト第２位、３位となっている。 

なお、H28 年が最新のため開通、料金改訂前後の変化を明確に捉えられないが前述した交通

量の変化状況からランキングに大きな変化はないと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「高速道路の交通状況ランキング」（平成 28 年（1～12 月）年間データ） 

※東名高速、中央道を着色し、圏央道内側を赤囲み 
図 2.2-2 高速道路の渋滞状況 IC区間別・渋滞ワーストランキング（年間合計） 
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（公表資料抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「高速道路の交通状況ランキング」（平成 28 年（1～12 月）年間データ） 

※圏央道内側を赤囲み     
図 2.2-3 高速道路の渋滞状況 IC区間別・渋滞ワーストランキング（年間合計） 

 

 

外環に関連する
東名高速、中央道、関越道は

上位20位以内に10区間（半分）
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